
土木学会の動き

委 員 会 報 告

住
民
に
身
近
な
テ
ー
マ
や

題
材
で
土
木
リ
テ
ラ
シ
ー

向
上
の
促
進
を

　

住
民
や
社
会
に
と
っ
て「
土
木
」
と
い
う

フ
ィ
ー
ル
ド
が
縁
遠
い
も
の
と
な
っ
て
い

る
。

　

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
懸
念
さ
れ
る
の
は
、

土
木
の
役
割
に
対
す
る
住
民
意
識
と
の
乖

離
が
、
こ
れ
か
ら
の
健
全
で
良
好
な
社
会

構
築
に
及
ぼ
す
影
響
で
あ
る
。
相
互
の
情

報
・
意
識
の
差
異
を
是
正
し
て
い
く
た
め

に
は
、
住
民
に
身
近
な
テ
ー
マ
で
土
木
リ

テ
ラ
シ
ー
を
促
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

特
に
、
土
木
に
価
値
を
見
い
だ
せ
な
い

人
た
ち
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重

要
視
す
る
こ
と
は
、
と
か
く
敬
遠
さ
れ
が

ち
だ
っ
た
と
考
え
る
。

　

土
木
学
会
が
土
木
と
社
会
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
す
る
役
割
を
担
っ
て
、
正
確
で
わ

か
り
や
す
い
情
報
を
発
信
す
る
だ
け
で
な

く
、
双
方
向
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

形
成
を
積
み
重
ね
、「
土
木
」
が
人
々
の
暮

ら
し
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
思

い
を
は
せ
る
た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
重
要

だ
。

　

た
と
え
ば
、
私
た
ち
の
身
近
に
は
、
土
木

が
人
と
自
然
、
地
域
社
会
と
関
わ
っ
て
き

た
歴
史
に
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
地
域
の
資

産（
人
・
構
造
物
や
施
設
な
ど
）
が
大
な
り

小
な
り
全
国
各
地
に
あ
る
。

目
線
と
立
ち
位
置
の

近
い
ア
プ
ロ
ー
チ
で

「
土
木
遺
産
を
訪
ね
て
」

　

社
会
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会
か

ら
土
木
学
会
1
0
0
周
年
事
業
に
提
起

し
て
実
施
し
て
い
る「
土
木
遺
産
ツ
ア
ー
」

は
、
東
京
編
、
海
外
編
、
座
学
講
座
編
と
い

う
構
成
で
進
め
て
い
る
。

親
し
む
・
楽
し
む
・
学
ぶ

土
木
学
会
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン

タ
ー
と
の
連
携

・
全
体
企
画
：
緒
方
英
樹

・�

企
画
お
よ
び
講
師
：
土
木
学
会（
阿
部
貴

弘
・
小
野
田
滋
・
福
島
秀
哉
）

・
集
客
・
実
施
：
Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー

　
「
土
木
遺
産
ツ
ア
ー
」
東
京
編
は
、
土
木

と
な
じ
み
の
薄
か
っ
た
人
た
ち
に
、
土
木

構
造
物
や
施
設
に
親
し
む
・
楽
し
む
・
学

ぶ
と
い
う
場
面
設
定
と
講
師（
イ
ン
タ
ー

プ
リ
タ
ー
）
派
遣
を
土
木
学
会
が
担
い
、
集

客
・
実
施
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー
が
行

な
っ
て
い
る
。
全
国
に
52
の
教
室
を
設
け
、

年
間
の
べ
約
75
万
人
の
一
般
住
民
が
受
講

す
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
講
座
の
顧
客
層
を
取
り

込
む
コ
ラ
ボ
モ
デ
ル
と
し
て
、
段
階
的
に

定
着
さ
せ
継
続
、
全
国
へ
展
開
し
た
い
と

も
く
ろ
ん
で
い
る
。

　

第
一
弾
～
大
東
京
建
設
の
舞
台
裏
～
は
、

各
回
午
前（
10
：
30
～
13
：
00
）
と
午
後

（
14
：
30
～
17
：
00
）
そ
れ
ぞ
れ
定
員
20
名

（
写
真
1
、
2
）。
当
初
、
午
前
1
回
の
み
の
開

催
を
予
定
し
て
い
た
が
、
す
ぐ
に
申
し
込

み
が
殺
到
し
て
定
員
オ
ー
バ
ー
と
な
っ
た

た
め
同
日
2
回
開
催
と
し
て
実
施
し
た
。

社
会
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会
活
動
報
告

─
地
域
と
身
近
な
テ
ー
マ
で
共
築
す
る
土
木
広
報
戦
略

「
土
木
遺
産
ツ
ア
ー
」へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
展
開
─

社
会
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会
幹
事
長

緒
方 
英
樹
（
一
般
財
団
法
人
全
国
建
設
研
修
セ
ン
タ
ー
）

写真1　城下町建設の舞台裏 ─日本橋を歩く─

写真2　キャンセル待ちも出た小野田滋講師の東京駅ツアー
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私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
東
京
は
ど
の
よ

う
に
建
設
さ
れ
た
の
か
。
徳
川
家
康
の
江

戸
建
設
、
明
治
維
新
後
の
近
代
化
、
関
東
大

震
災
か
ら
の
帝
都
復
興
を
画
期
に
、
ゆ
か

り
の
土
木
遺
産
を
専
門
家
と
め
ぐ
る
各
回

2
時
間
半
の
ツ
ア
ー
で
あ
る
。

　

第
1
回
7
月
12
日 

「
関
東
大
震
災
と
帝

都
復
興　

東
京
の
礎
を
つ
く
る
」／
第
2
回

8
月
9
日「
東
京
駅
と
高
架
鉄
道　

赤
煉
瓦

と
赤
絨
毯
」／
第
3
回
9
月
13
日 

「
城
下
町

建
設
の
舞
台
裏　

日
本
橋
を
歩
く
」
を
実

施
、
各
回
満
員
か
そ
れ
に
近
い
盛
況
ぶ
り

で
、
10
月
か
ら
の
第
2
弾
─
江
戸
城
外
濠

を
ゆ
く
─
も
人
気
継
続
中
で
あ
る
。

1
0
0
周
年
記
念
事
業
第
一
弾

「
烏
山
頭
水
庫
と
台
南
水
道
」を

訪
ね
て

　

海
外
編
と
し
て
海
外
初
の
選
奨
土
木
遺

産
に
認
定
さ
れ
た
烏う

山さ
ん

頭と
う

ダ
ム
と
台
南
水

道
を
訪
ね
る
土
木
遺
産
台
湾
視
察
研
修（
10

月
11
～
14
）
に
は
、
総
勢
20
名
が
参
加
し
た

（
写
真
3
）。

　

土
木
学
会
社
会
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

委
員
会
が
企
画
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、
代

表
を
山
崎
隆
司
委
員
長
が
務
め
た
。
現
地

で
は
、
土
木
学
会
台
湾
分
会
、
嘉
南
農
田
水

利
会
、
台
南
県
政
府
な
ど
と
の
連
携
や
協

力
に
よ
っ
て
、
烏
山
頭
水
庫
や
台
南
水
道

施
設
を
つ
ぶ
さ
に
見
学
、
特
に
台
南
水
道

で
は
、
土
木
学
会
台
湾
分
会
支
部
長
で
あ

る
柯
武
徳
先
生
の
案
内
で
、
歴
史
資
産
と

な
っ
て
保
存
さ
れ
て
い
る
浄
水
場
の
建
屋

や
濾
過
器
室
内
に
入
っ
て
説
明
を
受
け
た
。

今
回
、
烏
山
頭
施
設
や
台
南
水
道
で
、
台
湾

側
専
門
家
と
の
活
発
な
討
論
と
交
流
が
実

現
し
た
こ
と
も
意
義
深
い
こ
と
だ
っ
た
。

 　

本
視
察
に
は
、
八
田
與
一
没
後
70
年
と

い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
台
北
支
局
取
材
班
も
烏
山

頭
水
庫
施
設
、
復
元
さ
れ
た

烏
山
頭
宿
舎
な
ど
に
同
行
し

た
。
土
木
学
会
と
一
般
の
方

が
参
加
し
た
視
察
研
修
の
様

子
は
10
月
18
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｂ

Ｓ
１
「
ワ
ー
ル
ド
Ｗ
ａ
ｖ
ｅ

ト
ゥ
ナ
イ
ト
」
で
放
送
・
紹

介
さ
れ
て
話
題
を
呼
ん
だ
。

　

一
方
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン

タ
ー
と
の
連
携
に
よ
る
座
学

講
座
で
は
、
10
月
10
日
か
ら

「
戦
国
武
将
と
土
木
力 

～
人

物
で
知
る
国
土
史
～
」（
講

師
・
緒
方
英
樹
）
が
開
講
し

た
。
戦
国
武
将
が
、
な
ぜ
多
く
の
費
用
や
労

力
を
か
け
、
技
術
を
磨
き
、
土
木（
普
請
）

の
仕
事
を
行
な
っ
た
の
か
。
そ
の
謎
を
、
古

来
よ
り
災
害
の
多
い
日
本
独
特
の
自
然
環

境
か
ら
解
い
て
い
く
こ
と
で
、
土
木
と
私

た
ち
の
暮
ら
し
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
解

説
し
て
い
る
。

　

い
ず
れ
も
、
一
般
に
対
し
て
堂
々
と
土

木
と
い
う
冠
を
つ
け
て
集
客
、
実
施
、
継
続

し
て
い
る
事
例
と
し
て
報
告
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。

写真3　八田與一技師銅像の前で

57 土木学会誌 vol.98 no.1 January 2013


